
　ビールの苦み成分であるイソフムロンは、抗酸化物質を有することが知られている。
我々はⅰ）イソフムロンを含む異性化ホップエキスが、健常ボランティアの喫煙者と非
喫煙者の血管内皮機能に及ぼす影響、並びにⅱ）高酸化ストレス状態の培養ヒト大動脈
内皮細胞に与える効果を検討した。 
　喫煙者12名と非喫煙者11名が、無作為クロスオーバーにてイソフムロンを含むホッ
プエキスとプラセボを経口摂取した。超音波装置を用いて前腕駆血後の血管拡張反応を
計測した。 
　異性化ホップエキス内服後、喫煙者、非喫煙者とも、摂取前に比べて有意に血管内皮
機能が改善し、血管内皮由来の一酸化窒素（NO）の産生の増加が認められた。さらに
異性化ホップエキスは低酸素による培養ヒト大動脈内皮細胞の細胞障害を抑制し、アン
ギオテンシンⅡ負荷による酸化ストレスの産生を抑制した。 
　以上より、イソフムロンは酸化ストレスを減少させることで、血管内皮機能を改善す
ると示唆された。 

論　文　審　査　結　果　の　要　旨

　血管内皮細胞障害では、血管内皮細胞における一酸化窒素(NO)産生低下、活性酸素
産生増加によるNOの減少等が関与し、心血管疾患等の病態が惹起される。 
　本研究は、ビール醸造過程で生成され、抗酸化能を有したイソフムロンを含む異性
化ホップエキスの血管内皮細胞機能改善効果を、健常ボランティア及び培養ヒト大動
脈内皮細胞で検討した。異性化ホップエキス投与により、健常男性ボランティア(喫
煙者群１２名、非喫煙者群１１名)の血流依存性血管拡張反応(FMD)及びNO産生は、
喫煙に関係なく改善した。異性化ホップエキス添加は、低酸素ストレス負荷による培
養ヒト大動脈内皮細胞の細胞障害の抑制、アンギオテンシンンII負荷による活性酸素
種増加を抑制した。 
　委員からの質問（被験者の割り付け、統計処理、NO測定における血液処理法、 
PPARsとの関連性からイソルムロンの核内移行）があったが、本研究者は、それぞれ
適格な解答を行った。 
　本研究は、異性化ホップに含まれるイソフムロンが、抗酸化作用により血管内皮細
胞機能を改善することを証明したもので、重要な知見を得たものとして価値ある業績
と認める。 
　　よって、本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める。 
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